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ＷＳ（ワークショップとは？） 

・ワークショップとは、学び
や創造、問題解決の手法のこ
とです。 

参加者が自発的に作業や発言
を行える環境が整った場所で、
ファシリテータと呼ばれる司
会進行役を中心に、参加者全
員が体験する形で運営されま
す。 



本日の流れ 

１．PDM（プロジェクト・デザイン・メソッド）を使ったWSの説明。 ５分 

 

２．アイスブレイク・・・他己紹介をしてみよう。         20分 

 

３．PDMの実践 

   我がまち喜多方をより良いまちにするには？         80分 

 

４．振り返り 

   本日行ったWSを振り返ってみましょう。            10分 



PDM（プロジェクト・デザイン・メソッド）とは？ 

 

・身近な事象や状態を改善するために、課題の抽出と原因の分析を行います。 

 

・付箋紙に文字を書き出して模造紙に貼り付けることで、可視化を行い参加者で
情報を共有します。 

 

・グループでディスカッションしながら作業を行うことで、グループのメンバー
同士の考え方、価値観に触れることが出来、お互いの関係性が深まります。 

 

・最終的には、課題解決型のプロジェクトを企画立案し、そのプロジェクトの実
践を検討することが目的です。 



PDMの目的 

企画・立案 

• 課題の抽出、分析

を行いより良い状

態を生み出すか、

今はない新たな手

段を開発します。 

手順・手法 

• WSを体験する中で、

自分ひとりでは気

がつかない他人の

考えに触れること、

企画立案の手順を

マスターします。 

交流・協働 

• 普段知り合うこと

のない様々な人と

交流する機会を作

り、お互いの価値

観を知り関係性を

継続させます。 



PDM 本日行うこと 

目標 

（理想） 

現状認識 課題抽出 原因追求 

根本の 

分析 

テーマの選

定 
改善提案 優先順位 役割分担 

スケジュー

リング 
予算の検討 企画書 



アイスブレイク 他己紹介をしてみよう 

ここでは、自己紹介ではなく、他己紹介をします。 

 

手順は簡単です。 

 

１．ふたりペアになって下さい。 

 

２．ひとりが聞き手、ひとりは喋り手で5分間ず
つ自己紹介を行います。（メモを取って下さい） 

 

３．ペアの相手の方をグループの皆さんに紹介し
ます。 



今日のテーマの設定 

 

 

みんなで創る未来の喜多方 

 
どんなまちにしたいか、みんなで意見を出し合ってみましょう。 

（ブレーンストーミング） 



ブレインストーミング 理想の洗い出し 



目標とする姿（理想） 

子供が生
き生きと
すごす地

域 

子育て 福祉 教育 仕事 

理想 



現状と比較してみよう 



理想と現状 

子供が生
き生きと
すごす地

域 

子育て 福祉 教育 仕事 

子供の数
が少ない 

理想 

現状 

忙しくて子
育てに時間
をかけられ

ない 



課題は何だろう？ 



ギャップと課題（簡単な単語で） 

子供が生
き生きと
すごす地

域 

子育て 福祉 教育 仕事 

子供の数
が少ない 

理想 

現状 

忙しくて子
育てに時間
をかけられ

ない 

少子化 多忙 
課題 



原因追求 



原因を考えてみよう！ 

子供が生
き生きと
すごす地

域 

子育て 福祉 教育 仕事 

子供の数
が少ない 

理想 

現状 

忙しくて子
育てに時間
をかけられ

ない 

少子化 多忙 
課題 

結婚しな
い 

経済的に
不安 

原因 



最大要因 



最大の要因をみつけよう！ 

子供が生
き生きと
すごす地

域 

子育て 福祉 教育 仕事 

子供の数
が少ない 

理想 

現状 

忙しくて子
育てに時間
をかけられ

ない 

少子化 多忙 
課題 

結婚しな
い 

経済的に
不安 

原因 

最大要因 



今日の振り返り 


